
この度は Color Blaze をお買い上げいただき、誠に有難うございます。

このユーザーガイドでは Color Blaze の操作方法および安全な使用方法

についての重要事項を説明しています。Color Blaze を正しく安全にお

使いいただくため、ご使用になる前に必ずこのユーザーガイドをお読み

下さい。また、必要なときにご覧になれるよう大切に保管して下さい。

箱には以下のものが入っています。

・ Color Blaze　１台

・ コンセントプラグ付き電源ケーブル（AC100V）   １本

1. はじめに

◆ 1-1　製品各部の名称
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押さえ金具のネジを締め、
固定します

電源ケーブル差込口

注 意

電源ケーブルのコネクターが、奥までしっかりと差し込まれていること

３．アドレスの設定

重 要

アドレス設定を行う前に、電源を入れてさい。

Color Blaze のライトアドレスには、DMX チャネルナンバーを使用しま

す。設定は、本体背面のパネルで行います。

◆ 3-1　アドレスの考え方 

Color Blaze は、複数の LED 基板（１基板あたり 18 個の LED）から構

成されており、基板単位でライトアドレスを設定することが可能です。

設定は、全ての基板に個別アドレスを割り振る方法と、複数基板ごとに

グループ化してアドレスを割り振る方法があります。

アドレスは、左端の基板（またはグループ）に対する番号を指定すると、

そのアドレスを先頭アドレスとして、残りの基板（またはグループ）に

も自動的に連番アドレスが割り振られます。

アドレス設定の際は、事前に以下の点をご検討下さい。

・ １台に割り当てる、ライトグループ数

・ 先頭となるライトグループに対するスタート DMX チャネルナンバー

※ ライトグループあたり、DMX チャネル 3つ分（RGB 各色分）を使用

　 します。

※複数台の Color Blaze を並べて順番に色を流すような演出を行う場

合、直前の Color Blaze に割り振ったエンドのアドレスを考慮した上

で、次の Color Blaze のスタート DMX チャネルナンバーを算出する

必要があります。

（DMX チャネルナンバーの算出方法については、 ◆ 3-2  および　

＜ DMX アドレス設定表 ＞をご参照ください。）

N U M BER O F G RO U PS

D M X STA RT C H A N N ELL

１つ目のライトグループに対するスタートチャ

ネルナンバーを指定すると、残りのライトグ

ループにも自動的に連番のアドレスが割り振ら

れます。

DMX チャネルナンバーについては、

＜ DMX アドレス設定表 ＞をご参照ください 。

◆　3-4　点灯チェック

アドレス設定を終えたら、テストボタンを長

押ししてライトの点灯確認をしてください。

Color Blazeの制御基盤が正常に作動していれ

ば、左端の LED 基板から順番に、ライトが白

くフラッシュしていきます。これで、コント

ローラーを接続するための準備は完了です。

４．データの接続

DMX コントローラーからのデータは、RJ45 または XLR-5 ケーブルを

用いて、Color Blaze 背面の DMX　IN ポートに直接つなぎます。複数

台の Color Blaze にデータを送り配線する場合は、送信側の DMX OUT

ポートと受信側の DMX IN ポート間を RJ45 または XLR-5 ケーブルで

接続して下さい。（図 2参照）
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落下防止ワイヤー

ワイヤーの固定方法はユーザー様にて
安全性を確保してください。

ワイヤー用穴
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・ XLR-5 および RJ45 ポートは併用することが可能です。（図 3 参照）

注 意

RJ45 データケーブルを使用する場合は、データの合計配線距離が

100 ｍを超えないようにしてください。

5．設置について 

注 意

安全性を十分に確認して、確実に取り付け・設置を行って下さい。

◆ 5-1　灯具の固定

取付金具の底面にある取付用穴を使って、設置面に適切なビスなどで灯

具を固定します。安全性を十分に確認して下さい。

◆ 5-2　落下防止ワイヤーの取付について

安全のため、必要に応じて落下防止ワイヤーを取り付けて下さい。落下

防止ワイヤーは、耐荷重270kg以上、７芯×７線のより線のものを使い、

ワイヤーは建築物に取り付け固定します。

図 2

図 3

◆ 1-2　設置の手順

① コンセントプラグ付き電源ケーブルを本体にセットします。

　 ※ AC200Vでご使用の際は別途ご用意下さい。

② 電源を入れます。

③ ライトアドレスを設定します。

④ コントローラーを接続します。

注 意

Color Blaze は、通気のため本体周囲に 8cm 以上の空間を設けて設置

してください。

２．電源の接続

注 意

設置および配線は、専門の電気工事業者が行って下さい。

◆ 2-1　コンセントプラグの取り付け

Color Blaze は本体に電源トランスを内蔵したライトです。入力電圧は

AC100V から 240V、50-60Hz に自動切替で対応します。電源の接続

には、付属のコンセントプラグ付き電源ケーブル(AC100V)を用いてくだ

さい。AC200Vでご使用の際は別途ご用意ください。

◆ 2-2　電源ケーブルのセット

１. 本体背面の電源ケーブル差込

口に、　付属の電源ケーブルを

セットします。

２. 押さえ金具のネジを締め、ケー

ブルをしっかりと固定してくだ

さい。

◆ 3-2　ライトグループ数の設定

まず最初に、ライトグループ数を設定をします。

ライトグループ数とは、Color Blaze をいくつ

かのセグメントに分けて光らせるためにグルー

プ化する、基板のグループ数のことです。設定

は、“NUMBER OF GROUPS”の＋／－ボタン

を押して行います。右記をご参照下さい。

ライトグループ数の設定

1＝全ての基板を同一アドレスに設定。（12基板１グループ）

2＝2つのグループに分けて、６基板ごとにアドレスを設定。（6基板×２グループ）

3＝3つのグループに分けて、４基板ごとにアドレスを設定。（４基板×３グループ）

4＝４つのグループに分けて、３基板ごとにアドレスを設定。（3基板×4グループ）

6＝６つのグループに分けて、２基板ごとにアドレスを設定。（２基板×６グループ）

A＝全ての基板に個別アドレスを設定。（１２基板それぞれに１アドレス設定）

1＝全ての基板を同一アドレスに設定。（8基板１グループ）

2＝2つのグループに分けて、４基板ごとにアドレスを設定。（4基板×２グループ）

4＝４つのグループに分けて、２基板ごとにアドレスを設定。（2基板×4グループ）

A＝全ての基板に個別アドレスを設定。（8基板それぞれに１アドレス設定）
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ColorBlaze 72

＊ Color Blazeでは１ライトグループあたり３つのD M Xチャネルを使用するため、
例えば１つ目のライトグループでは「００１」～「００３」　を使用します。

◆　3-3　DMX スタートチャネルの設定

ライトグループ数を決定したら、次に DMX チャネルを割り振ります。“DMX 

START　CHANNEL”の＋／－ボタンを押して、その Color Blaze の１つ目

の（左端の）ライトグループに対する DMX チャネルナンバーを指定します。

（単一アドレスを設定する場合は、そのスタートチャネル番号を指定します。）

例）ColorBlaze72 で右図の　　

DM X STA RT C H A N N ELN U M BER O F G RO U PS

ような設定をした場合：

下記のようにアドレスが割り振ら

れます。

基本グループ 1グループ目 2グループ目 3グループ目

DMX チャネル 007 ～ 009 010 ～ 012 013 ～ 015

12NC: 910503700613 (Color Blaze 48)
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ユーザーガイド

取扱説明書

カラーブレーズ 48 / 72

12NC: 910503700614 (Color Blaze 72)

株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン
ライティング事業部　ゼネラルライティング

 〒108-8507 東京都港区港南2-13-37 フィリップスビル　TEL (03) 3740-5156  FAX (03) 3740-5163

・ 3芯－2芯変換アダプタ－　 １個

工事店様へ、工事が終わりましたらこの取扱説明書は必ずお客様にお渡しください。

お客様へ、この取扱説明書はお読みになった後も必ず大切に保管してください。　　　　　　　　　　


